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こどもエコクラブによる学校ビオトープの

保全活動に関する研究

一地域に開かれた学校ビオトープを目指して－

都ＩＩＢこどもエコクラプｌｌＩＩﾘjﾘ』

を'''心に活動を進めてきた。2001ｺﾞﾄﾞ皮の益録会口

数は39絡、サポーターは、保漣新を１１心として１０

約である。

2001年度の主な活動内容

１はじめに

近年、全国的に校庭にビオトープを設ける学校

が期えつつある。本こどもエコクラブの会貝が皿

う小学校でも、平成５年度から教職員と子どもた

ちによって、ビオトープ作I)がj止められてきた。

都会にあるため、校舎と塀の|川の|iiiかなスペース

を活用したものではあるが、野草園をIまじめとし

て、アゲハチョウやカブトムシの観察施設、各種

の樹木の生い茂る小さな森、小枝や落ち菜が蝋き

つめられた迦路、校内の給食の残菜を使った堆肥

慨場、爾水を活Ⅲしたトンボ池辮幾つかの水辺の

空IHI等、環境学習を行うには十分な内容である。

これらの施設の保全については、これまでに、

全校生のビオトープヘのllUわりを深めるため、Ｅ１１

科や生活科辮の学Ｗとしての敬材化が図られた゜

しかしながら、取り組みを進めていく上で次のこ

とが、明らかになった。1111ち、保全iiFllillを進める

には、①ビオトープ向の生態系について十分な１Ｍ

解が必要であり、そのためのilM森が欠かせない。

②生態系を考MiしたI1fMm9な保全作業を、学校(I(リ

だけで行うのは、様々な点で111難である。③ビオ

トープが都会において、「闇然llHかな空lHj」として

地域にl;H放されるには、地域社会による理解や支

援が必要である。

そこで、本研究では、地域のこどもエコクラブ

の学校ピオトープの'111余iiIilIiIjへの参力Ⅱによ})、そ

の実践的な収I)組みをj、して、上記の課題解決の

方策を探るものである。

２活動内容

グループの概要として、l998fIZlj1よ')当小学

校のビオトープlAlの定jUin9な他物調企を側始。子

どもたちの自然環境保全の怠識を育てることをI］

的に、教師と保護新及び、地域住民がサポーター

として1999年度に刺投された。学佼を主なフィー

ルドとして、ビオトープの保全作業や自然観察会

2001年度は、征月第２．４土IIlh1I]を111心に活動

を行った。表のように、子どもたちの自然への卿

ILl:やllU心を間ぬるため、学校内だけでなく、地域

でのMf外体験や自然の素材を使った学習を行った

I)、環境保全に取I)組む様々な人々を識liliに迎え

た。また、子どもたちの野外での安全ｌｉＭｉ係のため、

多くの係撰者による活動への|M1力をｉｌ｝られた。

３今後の課題と展望

2002年皮の完全週休２HIliIIをむかえ、本こども

エコクラプは、毎週上HlBHのiiliji1I災施を進めてい

る。そのiilmill内容の検討等が課題であるが、生涯

97:Ｗルームへの登録が決まり、地域の組織として

さらに、環境保全の大切苔を発偏し続けていきた

い。
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ｌｌＨ 内容

５)12711（[l） 小学校内の樹木のｳﾘ定①

７jl7K1(上）
ノ

７）１８［I（[l）

大東市立背少年野外沿助センターで
のキャンプとIﾖ然観察会

７ノルⅡl(二'二） 昆虫の標本づくり

８)1111 1(士） 押し草花づくり

９１１８１ 1(=Ｉ 小学校内のミニミニ池づくI)③

９)1221 1(土） 小学校IAIの樹木のDJだ③

11ノルl{]（1J） 能勢の奥山での保全学1Ｗ

ⅢⅡ2`111(士） 蔓を使ったリースづくり

l2jj811(土） 落ち葉を使った菜ilI:づくり

l2jl221J(士） 小学校内の樹木の施肥

Illl2[I(」 淀lⅡ.剥段での雛刈

２ｊＩ９Ｉ１(二！ 球を使った立体凧づくI）

２)12311(上） ペットポトルでjililllllづくり

３jj9I1(士） 人形劇「いのちの森」の鑑ff会

３)１１７１１（１１） 淀川での野川のIiIl察会


